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水
と
衛
生
月
間 

平
成
30
年
３
月
22
日
（
木
） 

会
員
卓
話 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

57
名 

 
 

出
席
計
算
数 49

名
中
37
名
出
席 

出
席
率
75
・
51
％ 

前
々
回
出
席
率
81
・
63
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
前
田
会
員
組
織
委
員
長 

・
第
３
回
共
に
語
ろ
う
会
ご
案
内 

★
鬼
頭
地
区
大
会
実
行
副
委
員
長 

・
地
区
大
会
事
務
局 

閉
局
報
告 

・
柘
植
千
晶
さ
ん
挨
拶 

★
会
員
卓
話 

 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 
 

「
わ
れ
ら
ひ
ま
わ
り
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

草
野
先
生
卓
話
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

岡
村 

隆
德
・
春
日
井
和
良 

木
村 

光
徳
・
酒
井 

 

修 

吉
田 

憲
一
・
田
崎 

雅
三 

卓
話
し
ま
す
。
ガ
マ
ン
し
て
聞
い
て
下

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

草
野 

勝
彦 

草
野
先
生
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

横
井 

 

衞
・
川
畑 

博
敬 

草
野
先
生
、
卓
話
楽
し
み
で
す
。
柘
植

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

鬼
頭 

茂
成
・
山
口 

正
孝 

草
野
先
生
、
卓
話
楽
し
み
で
す
。 

近
藤 

明
美
・
林 

 

順
治 

草
野
先
生
、
卓
話
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

大
上 

晃
延 

中
原 

康
雄
・
竹
林 

正
人 

川
島 

勇
基
・
宇
瀬 

 

厚  

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

 

岡
村 

隆
德 

今
日
か 

ら
は
Ａ
Ｉ 

の
セ
キ
ュ 

リ
テ
ィ
ー
、 

信
頼
性
や 

リ
ス
ク
に 

つ
い
て
お 

話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

先
週
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
大
手
の

米
ウ
ー
バ
ー（U

b
e
r

）
が
ア
リ
ゾ
ナ
州

で
行
っ
て
い
た
完
全
自
動
運
転
の
実
証

試
験
中
に
歩
行
者
の
女
性
を
は
ね
、
女

性
は
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
死
亡

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

ウ
ー
バ
ー
は
、
公
道
で
の
自
動
運
転
の

走
行
テ
ス
ト
を
中
止
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。
次
世
代
自
動
車
の
技
術
開
発
に

お
い
て
こ
の
事
件
は
公
道
で
の
自
動
運

転
実
証
試
験
を
認
め
て
い
る
州
や
国
の

法
規
制
強
化
に
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。 

商
用
車
で
も
ア
ウ
デ
ィ
は
今
年
日
本

で
も
販
売
を
予
定
し
て
い
る
「A

u
d

i 

A
8

」の
新
モ
デ
ル
に
自
動
運
転
レ
ベ
ル

３
の
機
能
の
搭
載
を
発
表
し
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
自
動
運
転
レ
ベ
ル
に
つ
い
て

整
理
し
て
み
ま
す
。 

・
自
動
運
転
レ
ベ
ル
０
（
ド
ラ
イ
バ
ー 

に
よ
る
運
転
）

 

・
自
動
運
転
レ
ベ
ル
１
（
運
転
支
援
） 

運
転
の
責
任
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
あ 

り
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
や
ス
ピ
ー
ド
調

整
の
い
ず
れ
か
を
車
両
が
支
援
し
ま

す
。
自
動
ブ
レ
ー
キ
が
こ
の
レ
ベ
ル

に
な
り
ま
す
。 

・
自
動
運
転
レ
ベ
ル
２
（
部
分
的
な
運

転
自
動
化
）

 

部
分
的
な
自
動
運
転
化
で
、ハ
ン
ド

ル
操
作
と
ス
ピ
ー
ド
調
整
な
ど
、複
数 

の
運
転
を
車
両
が
支
援
し
ま
す
。日
産 

プ
ロ
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
ス
バ
ル
ア
イ
サ

イ
ト
な
ど
が
こ
の
レ
ベ
ル
で
す
。こ
こ

か
ら
が
本
格
的
な
自
動
運
転
で
す
。 

・
自
動
運
転
レ
ベ
ル
３
（
条
件
付
き
自 

動
運
転
）

 

特
定
の
条
件
下
で
車
両
が
自
身
の

判
断
で
運
転
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
周
り
の
安
全
確
認
や
シ
ス
テ
ム
動

作
の
状
況
を
監
視
す
る
義
務
が
な
い

の
が
一
般
的
で
す
。
た
だ
し
一
定
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。 

・
自
動
運
転
レ
ベ
ル
４
（
高
度
な
自
動 

運
転
）

 ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
へ
の
関
与
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
自
動
運
転
レ
ベ
ル
５
（
完
全
な
自
動 

運
転
）

 ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
運
転
操

作
は
完
全
に
自
動
。 

 
今
回
の
事
故
要
因
は
ま
だ
調
査
中
で

す
が
、
昨
年
の
テ
ス
ラ
の
オ
ー
ト
パ
イ

ロ
ッ
ト
自
動
運
転
に
お
け
る
事
故
で
は

逆
光
で
カ
メ
ラ
の
画
像
認
識
が
誤
動
作

を
起
こ
し
ま
し
た
。
規
制
が
強
化
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
夜
間
や
悪
天
候
で
の

画
像
認
識
や
行
動
予
測
に
お
け
る
深
層

学
習
に
更
に
精
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

以
前
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
る
深
層
学

習
で
す
が
実
は
中
身
の
見
え
な
い
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
大
量
の
デ
ー
タ
を
学

習
さ
せ
る
こ
と
で
識
別
性
能
は
飛
躍
的

に
向
上
し
ま
す
が
、
な
ぜ
精
度
が
上
が

る
の
か
を
説
明
す
る
理
論
体
系
は
ま
だ

確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。 

Ａ
Ｉ
の
精
度
を
上
げ
る
に
は
因
子
の

特
定
が
重
要
で
、
そ
れ
が
解
明
で
き
れ

ば
根
拠
が
分
か
り
Ａ
Ｉ
の
ミ
ス
撲
滅
の

た
め
の
対
処
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
学

習
モ
デ
ル
は
い
く
つ
も
の
層
が
重
な
り

エ
ラ
ー
訂
正
に
特
化
し
た
学
習
に
注
力

さ
せ
る
転
移
学
習
な
ど
が
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
。理
論
研
究
は
今
急
速
に
進
み
、

５
年
後
に
は
深
層
学
習
を
解
明
で
き
る

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
問
題
は

こ
の
研
究
は
Ａ
Ｉ
技
術
者
で
な
い
と
理

解
で
き
な
い
の
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
専

門
家
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
の
知
識
を
共
有

で
き
る
表
現
が
課
題
の
よ
う
で
す
。
ユ

ー
ザ
ー
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
説
明
技
術

が
不
可
欠
で
す
。 

や
は
り
完
全
自
動
運
転
は
理
論
的
な

根
拠
が
明
確
に
な
り
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
れ
な
い
と
安
心
し
て
乗
れ

な
い
で
す
ね
。
今
後
の
進
化
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 
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会
員
卓
話 

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て 草

野 

勝
彦 

        

今
回
の
「
働
き
方
改
革
」
法
案
は
過

労
自
殺
し
た
大
手
広
告
会
社
の
女
子
社

員
の
例
に
み
ら
れ
る
長
時
間
労
働
の
解

消
と
、
労
働
人
口
が
２
０
２
７
年
に
は

７
，０
０
０
万
人
に
減
少
す
る
こ
と
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
今
国
会
に
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。
法
案
の
目
玉
の
一
つ
は

時
間
外
労
働
の
規
制
で
す
。 

 

長
時
間
対
策
と
し
て
、
36
協
定
の
特

別
条
項
を
締
結
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

時
間
外
労
働
に
年
間
７
２
０
時
間
の
上

限
規
制
を
導
入
し
、
最
高
１
ヵ
月
で
は

法
定
休
日
労
働
を
含
ん
で
１
０
０
時
間

未
満
、
２
～
６
ヵ
月
平
均
休
日
労
働
を

含
ん
で
80
時
間
以
内
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

特
別
条
項
の
発
動
月
は
年
６
回
を
限
度

と
し
て
い
ま
す
。 

法
案
の
も
う
一
つ
の
目
玉
は
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」の
実
施
で
す
。現
在
、全
労 

働
者
の
４
割
を
占
め
る
非
正
規
労
働
者

の
賃
金
は
正
社
員
の
６
割
で
、
欧
米
の

８
割
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
と
の
間

の
不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消
を
目
指
し

て
い
る
の
が
、
政
府
の
提
言
す
る
日
本

の
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」
だ
と
思

い
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
に
非
正
規
に
有
利
な
内
容

の
た
め
、正
社
員
が
や
る
気
を
無
く
す
、

行
き
過
ぎ
た
平
等
主
義
に
な
る
と
の
批

判
が
出
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

企
業
と
し
て
は
明
確
で
誰
し
も
納
得
で

き
る
人
事
評
価
基
準
を
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
に
労
働
者
側
に
有
利
な

法
案
で
す
が
、
抱
き
合
わ
せ
に
「
裁
量

労
働
制
」
や
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
と
い
う
残
業
代
ゼ
ロ
に
つ

な
が
る
法
案
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、

国
会
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
裁
量

労
働
制
」
は
厚
労
省
が
デ
ー
タ
ミ
ス
の

連
続
で
今
国
会
は
見
送
り
と
な
り
ま
し

た
。「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」

は
金
融
ト
レ
ー
ダ
ー
の
よ
う
に
成
果
主

義
で
、
年
収
１
，０
７
５
万
円
以
上
収
入

の
あ
る
人
が
対
象
で
す
。 

雇
用
関
係
の
法
制
度
の
変
化
は
、
激

し
い
も
の
で
す
の
で
、
注
意
深
く
対
処

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

地
区
大
会
事
務
局
閉
局
挨
拶 

柘
植 

千
晶 

約
一
年
弱
の
間
、至
ら
な
い
こ
と
ば
か 

り
で
し
た
が
、

皆
様
に
助
け

ら
れ
無
事
最

後
ま
で
勤
め

る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
な
ら
で
は
の
、
す
べ

て
自
分
た
ち
で
企
画
運
営
す
る
地
区
大

会
の
経
験
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

 

次
年
度
も
引
き
続
き
地
区
大
会
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
務
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
11
月
に
ま
た
皆

様
に
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

秘
密
の
窓
を
開
く 

大
須
文
庫
展
示
観
覧
・
解
説
（
虫
干
し
） 

社
会
奉
仕
委
員
長 

近
藤 

明
美 

地
区
補
助
金
事
業
「
や
さ
し
い
大
須

街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
締
め
括

り
と
し
て
３
月
25
日
（
日
）
12
時
か
ら

16
時
ま
で
大
須
観
音
宝
生
院
本
堂
１

階
ホ
ー
ル
に
て
「
大
須
観
音 

秘
密
の
窓

を
開
く
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
名
古 

屋
大
学
、名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、大
須
観

音
宝
生
院
の
主
催
に
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
大
須
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
歴
史

文
化
を
伝
え
る
国
宝
、
重
要
文
化
財
の 

 
 

 
 

 

貴
重
な
書
物
の

一
部
が
展
示
一

般
公
開
さ
れ
、

名
古
屋
市
蓬
左

文
庫
、
鳥
居
和

之
文
庫
長
に
よ

る
大
須
観
音
に

何
故
た
く
さ
ん

の
貴
重
な
書
籍

が
集
ま
っ
た
の

か
、江
戸
時
代
、

現
在
地
に
移
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
々
、ま
た
、名

古
屋
大
学
阿
部

泰
郎
教
授
は
大

須
文
庫
の
形
成

の
歴
史
と
全
国

に
類
を
見
な
い

文
化
の
記
憶
遺

産
等
に
つ
い
て

の
研
究
成
果
の 

一
端
を
、
そ
れ
ぞ
れ
45
分
程
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。講
演
終
了
後
は
、岡
部
貫

主
も
交
え
て
質
疑
応
答
、
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
予
定
時
間
を
越
え
、
熱
心
な

70
名
を
越
す
参
加
者
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

朝
日
新
聞
、
Ｔ
Ｖ
愛
知
の
取
材
も
あ
り
、

始
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
盛
況
に
終

わ
り
ま
し
た
。 

                

              

今
後
は
広
く
市
民
に
大
須
文
庫
の
魅

力
や
価
値
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
毎

年
開
催
し
て
い
く
方
針
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
は
、受
付
、会
場
運
営
に
協
力
い

た
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

４
月
12
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ 

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
８  

開
場 

午
後
５
時
45
分  

開
演 

午
後
６
時
30
分  

★
お
食
事
／
午
後
５
時
～
午
後
６
時  

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

大
原 

敏
正
・
杉
浦 

令
淑 

髙
田 

知
史 

 
 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


